
～ 2026年　3月　16日

（対象者数） 18 （回答者数）
13

～ 2026年　3月　13日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

全体として基礎部分の学習の支援、個々の得意な事

伸ばせる集団活動・個別活動を展開していきたい。

中学生向けに、パソコン操作学習、プログラミン

グ、イラスト作成、目的や交通手段等調べたりまと

めたりする外出活動を展開していきたい。

2
更に地域のイベントに参加し、地域の子ども達の関

りの機会に繋げたい。

3

可能な限り、毎日写真の配信を行い、さまざまな活動の

様子を伝え、親子のコミュニケーションの繋げていきた

い。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
子ども達が企画したイベントに家族が参加する形で

企画を考えたい。

2

にじいろプラス児童のみで遊ぶのではなく、子ども

達が主体になりながら周囲の児童が遊びに混ざった

り、一緒に遊べるような環境づくりを職員が行って

いく。

3
事業所に招き入れることは難しいので、事業所の方

から外に出る機会を作り関りの機会を作りたい。

児童のやりたいこと等をくみ取りながら、様々な活動を

提供している。

毎月、やりたいことのアンケートを取り、相談しなが

ら活動を提供している。外出活動等、事前に子ども達

と話し合いをして、行く場所を決めている。話し合い

を通して、他者の意見を聞いたり、伝える機会として

いる。

地域のイベントや、社会にでる活動を幅広く行ってい

る。

地域住民等が参加するイベントに参加し社会の人との

関わる機会を作っている。公共交通機関を使いなが

ら、社会に出る活動を提供している。

FacebookやLINE・にじいろプラス通信にて活動の内容を写

真等を等して伝えている。

活動の内容を鮮明に伝えるために写真での情報配信も行っ

ている。児童も写真を通して家族に活動の説明ができるた

め、コミュニケーションにも繋がっている。

事業所の行事に地域住民を招待する等ができていない。

招待する事業所の広さではないので企画等が難しい。

しかり植物栽培を通して地域の人々とあいさつや、植

物について話したりと会話をする機会はできている。

ハロウィンイベントでは近隣のお店等と関わりを作っ

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族参加型の企画も行った。参加のしやすさや、一緒に

なって楽しめる物を考える必要がある。

親同士の交流する機会を引き続き作り、子育ての相談

や、情報の共有に繋げたい。進学に関しての学習会等

の企画をしていきたい。

放課後児童クラブや児童館との交流ができていない。

放課後等学童クラブは学校に併設されているため、関

わることが難しい。児童館や公園等で地域の児童と関

わる機会はあるももの、もっと関わる機会を増やして

いきたい。

2026年　3月　6日
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○事業者向け自己評価表作成日
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　にじいろプラス

○保護者評価実施期間
2026年　3月　2日
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